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           き ず な 
                

  
令和５年度 第４３回中国地区公立学校教頭会研究大会（島根大会）の概要をお伝えします。 

※全公教 中国ブロック長 島根県松江立乃木学校 教頭 原田 淳 先生に取材協力をお願いしました。 

 

１ 研究大会名称  第４３回中国地区公立学校教頭会研究大会（島根大会） 

第３５回島根県公立小中学校教頭会研究大会（出雲大会） 

２ 開催日   令和５年１１月１０日（金） 

３ 会 場   島根県出雲市 出雲市民会館・ニューウェルシティ出雲 

４ 日 程   ９：３０～１０：００ 受付 

  １０：００～１０：３０ 開会行事 

  １０：４０～１２：００ 記念講演 

  １３：００～１５：４０ 分科会・閉会行事 

５ 研究大会の概要 

(1)研究大会主題 「未来を切り拓く力を育む 魅力ある学校づくり」 

～ふるさとを学びの原点に、自立、協働、創造していく心豊かな子どもの育成～ 

(2)開会行事  ①開会宣言 ②国歌斉唱 ③挨拶（中国地区公立学校教頭会会長 全国公立学校教頭会副会長） 

(3)記念講演  【演題】「子どもたちの未来に求めるもの ～外国語教育と異文化交流を通して～」 

【講師】Dustin John Kidd（ダスティン・ジョン・キッド氏）島根大学教育学部講師 

(4)分科会    ６分科会・６課題に分かれて提案発表をもとに協議 

６ 研究大会のふりかえり 

本研究大会は昨年度の鳥取大会に続きハイブリッド開催としました。島根県内の会員を参集、島根県外の会

員の方を参集・オンラインの参加とし、５１２名の参加で開催しました。限られた人数ではありますが、令和

元年度以来４年ぶりに県外の会員の方とも直接顔を合わせて学びを深める場を持つことができました。 

午前の記念講演では、島根大学教育学部講師のダスティン・ジョン・キッド氏をお招きし、「子どもたちの

未来に求めるもの～外国語教育と異文化交流を通して～」と題してご講演いただきました。島根県内の外国語

教育と異文化交流に深く関わってこられたキッド先生からは、「地元が好きな子」「失敗から学び、その過程を

生かす子」を育てることの大切さや、各校区に伝わる伝承などを生かした教育課程など、学校経営の在り方に

ついて考えるよい機会となりました。 

午後は６課題６分科会で１１の提案発表をもとに、協議をしました。単位教頭会で

連携しながらの取組などの提案をもとに、各校の実践や課題を出し合うなど積極的な

協議が行われました。どの分科会でも「ICTの活用」という言葉が出されており、学校

の様々な場面での ICT活用が欠かせないものとなっていることを感じました。 

本研究大会が日々の取組を振り返る機会となり、今後の業務に生かされることを願

っております。 
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